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90名（2020年5月現在）

昭和44年2月

昭和23年4月

プラスチック製品の射出成形・加工

足利銀行矢板支店、京都銀行京都駅前支店

株式会社吉野工業所
栃木日東工器株式会社
日東グラスファイバー工業株式会社 等

当社は昭和23年、理化学機器の販売を目的として創立致しました。その後、プラスチックという
新しい時代を担う新素材が出現するに至り、事業内容をプラスチックの成形加工業へと移行して
きました。昭和43年、矢板市の現工場へ移転するとともに、電子映像機器（テレビ・ビデオ・
ビデオカメラ・液晶テレビ・液晶プロジェクション・ＤＶＤ等）のプラスチック部品専門工場と
して成長して参りました。　　　

製品設計から成形・塗装・アッセンブリまでの一貫生産体制を整え、管理力・技術力の向上に努
め、「高品質・低価格・短納期」をモットーとして、お客様のあらゆるニーズにお応えし、高いめ、「高品質・低価格・短納期」をモットーとして、お客様のあらゆるニーズにお応えし、高い
評価を得ております。
 21世紀の映像機器は、デジタル技術化に向かい、通信機器と物との融合・IOTの拡大に伴い新た
な製品が次々と登場しております。当社はこのような新しい時代に向けてＩＳＯ９００１を取得
し、品質管理の管理体制の強化を図り社内品質の向上に努めております。 

 これからは地球環境への配慮が求められる時代です。
ＩＳＯ１４００１を取得し、地球にやさしい製品作りを推進し、クリエイティブな感性で技術開発
に取り組み、小粒な中にもキラリと光る技術力のある会社を目指しております。に取り組み、小粒な中にもキラリと光る技術力のある会社を目指しております。
今後とも皆様のより一層のご指導とご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

社長あいさつ
message

■ 製品に関するお問い合わせ

境林工場営業技術部

■ その他のお問い合わせ

矢板工場総務部
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昭和23年 京都において理化学機械器具製造販売を開始

昭和28年 大阪工場設置・射出成形を開始

昭和39年 射出成形によるプラスチック鎖の製造特許取得

昭和43年 矢板市に工場移転・シャープ株式会社テレビ事業部の
専属工場として生産開始

昭和48年 テレビキャビネット生産開始

昭和57年 VTRフロントパネル生産開始

平成3年 代表取締役社長　三上雅佐文　就任

平成10年 ISO9001取得

平成13年 株式会社吉野工業所　生産開始

平成16年 境林工場設立　液晶TV専用工場として生産開始

平成17年 ガスインジェクション装置導入

平成18年 境林第2工場設立

平成19年 境林工場　ISO14001取得

平成20年 流動解析CAD導入

平成21年 エムコ・システム導入　金型製作機械設備導入

平成22年 成形機1800t導入

平成25年 境林工場に太陽光発電システム（400ｋｗ）導入　3月1日運転開始

平成26年 境林工場に3Dプリンター導入

平成29年 HAL腰タイプ作業支援用ロボット 導入

平成30年 3Dスキャナ型 三次元測定機 導入

令和2年 矢板工場設立

成形機　26台（50トン～220トン）
クリーンルーム内での成形、組立 トイレタリー用品に特化

成形機　11台（280トン～1800トン）

OAフロアー
テレビ、自動車部品
糸巻用ボビン
浴用部品　アミューズ関係部品
衣装ケース、日用雑貨
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